
(様式②－1）

［ 局 課]

1 款 2 項 1 目 中期計画-３８の政策
中期計画-行政運営
中期計画-財政運営
新規・拡充

（単位：千円）

補助率 ％

事業費 事業費

市債＋一般財源 市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源 方針の確認／決裁 
有（　　　　　）・無

【 事業の目的・必要性及び令和３年度実施内容 】

【 実績の推移・今後見込み 】

【 事業費の内訳 】
（単位：千円）

実施設計
工事費
工事監理費
事務費

【 事業スケジュール 】

【 事業開始年度 】
平成27年度

【 根拠法令 】
卸売市場法、横浜市中央卸売市場業務条例

【 根拠とするデータ等 】

市場統計データ

（ 局 － ）

３月
実施設計委託・

改修工事
建築局

工事依頼
実施設計 契約事務 工事

９月 １０月１１月１２月 １月 ２月

一般財源 2,000 1,000 1,000

令和３年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

48,000 24,000 24,000
その他

合　　計 50,000 25,000 25,000
国
市債

委託料（工事監理） 450
負担金 50

委託料（設計） 4,500
工事請負費 20,000

当該事業では、経年劣化が顕著になった施設の改修工事を実施している。令和２年度は本館棟枝肉搬送用高架軌条制御用
I/O機器の改修工事を行っており、令和３年度は小動物Bライン背割高架軌条等の改修工事を行う。

令和２年度　本館棟枝肉搬送用高架軌条等
令和３年度　小動物Bライン背割高架軌条等

合計 令和２年度見込 令和３年度 説　　　　　明

該当なし政策番号 主な施策番号

令　和　３　年　度　事　業　計　画　書  （局・統 括 本 部）
経済 食肉市場運営

事  業  名 特記事項 中期計画-３８の政策 令和２年度
事業評価書

番号

令和２年度
事業評価書

番号

市債 一般財源区　分 金　額 国 県

市場施設改修工事費

財　源　内　訳 一 般 財 源 等

0
令和３年度 25,000 0

補助事業
24,000 1,000

24,000
令和２年度 25,000

単独事業 25,000

0 0 0 0 0

1,000
24,000 1,000

0 0

歳出 平成29年度 平成30年度 令和元年度 歳出 令和４年度 令和５年度

増△減

予
算

25,000 25,000 25,000 予
算

25,000 25,000
25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

決
算

40,196 12,837 27,677
40,196 12,837 27,677

経済

課長 係長 　　　　施設係

本資料は、公正・適正に作成しました。 神田　岳 戸田　剛 戸田　剛
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(様式②－1）

［ 局 課]

1 款 2 項 1 目 中期計画-３８の政策
中期計画-行政運営
中期計画-財政運営
新規・拡充

（単位：千円）

補助率 ％

事業費 事業費

市債＋一般財源 市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源 方針の確認／決裁 
有（　　　　　）・無

【 事業の目的・必要性及び令和３年度実施内容 】

【 実績の推移・今後見込み 】

【 事業費の内訳 】
（単位：千円）

実施設計
工事費
工事監理費
事務費

【 事業スケジュール 】

【 事業開始年度 】
平成26年度

【 根拠とするデータ等 】
市場統計データ

（ 局 － ）経済

課長 係長 　　　　施設係

本資料は、公正・適正に作成しました。 神田　岳 戸田　剛 戸田　剛

決
算

0 0 0
0 0 0

45,000
0 0 0 45,000 45,000

予
算

0 0 0 予
算

45,000

0 0

歳出 平成29年度 平成30年度 令和元年度 歳出 令和４年度 令和５年度

増△減 0 0 0 0 0

1,000
44,000 1,000令和２年度 45,000

単独事業 45,000 44,000
0

令和３年度 45,000 0
補助事業

44,000 1,000

本館棟屋上防水等改修工事費

財　源　内　訳 一 般 財 源 等

令和２年度
事業評価書

番号

令和２年度
事業評価書

番号

市債 一般財源区　分 金　額 国 県

該当なし政策番号 主な施策番号

令　和　３　年　度　事　業　計　画　書  （局・統 括 本 部）
経済 食肉市場運営

事  業  名 特記事項 中期計画-３８の政策

工事請負費 41,850

　本館棟は昭和63年に竣工しており、経年劣化による屋上からの漏水が顕著になっている。本館棟には解体室、荷捌室、電
気室等の市場にとって重要な設備があり、漏水は施設運営へ非常に大きな影響を与える。そのため広範囲にわたる漏水箇所
を計画的に改修していく必要があることから、改修範囲を工区分けし、平成26年度から順次防水改修を行っている。令和３
年度は第７、８、１２工区を実施する。

令和３年度　実施設計及び整備工事

合計 令和２年度見込 令和３年度

1,125
負担金（事務費） 225

その他
一般財源

合　　計 90,000 45,000 45,000

2,000 1,000 1,000

88,000 44,000 44,000市債

委託料（設計） 1,800

国

委託料（工事監理）

１２月 １月 ２月令和３年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

説　　　　　明

３月
実施設計委託・

改修工事
建築局

工事依頼
実施設計 契約事務 工事

９月 １０月１１月

17



(様式②－1）

［ 局 課]

1 款 2 項 1 目 中期計画-３８の政策
中期計画-行政運営
中期計画-財政運営
新規・拡充

（単位：千円）

補助率 ％

事業費 事業費

市債＋一般財源 市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源 方針の確認／決裁 
有（　　　　　）・無

【 事業の目的・必要性及び令和３年度実施内容 】

【 実績の推移・今後見込み 】

【 事業費の内訳 】
（単位：千円）

実施設計
工事費
工事監理費
事務費

【 事業スケジュール 】

【 事業開始年度 】
令和２年度

【 根拠法令 】
フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）

【 根拠とするデータ等 】
市場統計データ

（ 局 － ）経済

課長 係長 　　　　施設係

本資料は、公正・適正に作成しました。 神田　岳 戸田　剛 戸田　剛

決
算

0 0 0
0 0 0

150,000
0 0 0 150,000 150,000

予
算

0 0 0 予
算

150,000

10,000 0

歳出 平成29年度 平成30年度 令和元年度 歳出 令和４年度 令和５年度

増△減 10,000 0 0 0 0

1,000
139,000 1,000令和２年度 140,000

単独事業 150,000 149,000
0

令和３年度 150,000 0
補助事業

149,000 1,000

冷凍設備改修工事費

財　源　内　訳 一 般 財 源 等

令和２年度
事業評価書

番号

令和２年度
事業評価書

番号

市債 一般財源区　分 金　額 国 県

該当なし政策番号 主な施策番号

令　和　３　年　度　事　業　計　画　書  （局・統 括 本 部）
経済 食肉市場運営

事  業  名 特記事項 中期計画-３８の政策

本館棟の冷凍機５台について経年劣化により故障頻度が高く、能力の低下も顕著になっているため改修工事をする。なお改
修にあたってはフロン規制により今後はフロン類以外を冷媒として使用していくことが求められているため、冷媒としてノ
ンフロン・低ＧＷＰを使用するものへ更新する。（設置年度：H11 １台、H13 ４台　耐用年数：15年）

説　　　　　明合計 令和２年度見込 令和３年度

令和２年度　仲卸棟Ｄ店舗精肉庫、本館棟保留冷蔵庫、病畜棟冷凍庫、副生物冷蔵庫
令和３年度　本館棟小動物急速冷却室、本館棟枝肉通路、本館棟枝肉積込所

280

工事請負費 112,000

合　　計 290,000 140,000 150,000

委託料（工事監理） 2,520
負担金

1,000 1,000

288,000 139,000 149,000
その他 0
一般財源

委託料（設計） 25,200

市債
国

2,000

１月 ２月令和３年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ３月
実施設計委託・

改修工事
建築局

工事依頼
実施設計 契約事務 工事

９月 １０月１１月１２月

18



(様式②－1）

［ 局 課]

1 款 2 項 1 目 中期計画-３８の政策
中期計画-行政運営
中期計画-財政運営
新規・拡充

（単位：千円）

補助率 ％

事業費 事業費

市債＋一般財源 市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源 方針の確認／決裁 
有（　　　　　）・無

【 事業の目的・必要性及び令和３年度実施内容 】

【 実績の推移・今後見込み 】

【 事業費の内訳 】
（単位：千円）

実施設計
工事費
工事監理費
事務費

【 事業スケジュール 】

【 事業開始年度 】
令和２年度

【 根拠法令 】
フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）

【 根拠とするデータ等 】
市場統計データ

（ 局 － ）経済

課長 係長 　　　　施設係

本資料は、公正・適正に作成しました。 神田　岳 戸田　剛 戸田　剛

決
算

0 0 0
0 0 0

23,000
0 0 0 30,000 23,000

予
算

0 0 0 予
算

30,000

△ 33,000 0

歳出 平成29年度 平成30年度 令和元年度 歳出 令和４年度 令和５年度

増△減 △ 33,000 0 0 0 0

1,000
47,000 1,000令和２年度 48,000

単独事業 15,000 14,000
0

令和３年度 15,000 0
補助事業

14,000 1,000

空調設備改修工事費

財　源　内　訳 一 般 財 源 等

令和２年度
事業評価書

番号

令和２年度
事業評価書

番号

市債 一般財源区　分 金　額 国 県

該当なし政策番号 主な施策番号

令　和　３　年　度　事　業　計　画　書  （局・統 括 本 部）
経済 食肉市場運営

事  業  名 特記事項 中期計画-３８の政策

冷媒ガスとしてＲ２２が採用されている空調設備について、フロンガス規制により新冷媒ガスへの転換が求められている。
そのため経年劣化の著しい空調設備から順次計画的に更新していく。令和３年度は仲卸棟買参人控室等の空調設備を更新す
る。（設置年度：平成７年、耐用年数：16年）

説　　　　　明合計 令和２年度見込 令和３年度

令和２年度　仲卸棟会議室（１）、本館棟小動物解体室
令和３年度　仲卸棟買参人控室等

96

工事請負費 37,920

合　　計 63,000 48,000 15,000

委託料（工事監理） 864
負担金

1,000 1,000

61,000 47,000 14,000
その他 0
一般財源

委託料（設計） 9,120

市債
国

2,000

１月 ２月令和３年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ３月
実施設計委託・

改修工事
建築局

工事依頼
実施設計 契約事務 工事

９月 １０月１１月１２月

19



(様式②－1）

［ 局 課]

1 款 2 項 1 目 中期計画-３８の政策
中期計画-行政運営
中期計画-財政運営
新規・拡充

（単位：千円）

補助率 ％

事業費 事業費

市債＋一般財源 市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源 方針の確認／決裁 
有（　　　　　）・無

【 事業の目的・必要性及び令和３年度実施内容 】

【 実績の推移・今後見込み 】

【 事業費の内訳 】
（単位：千円）

【 事業スケジュール 】

【 事業開始年度 】

令和２年度

【 根拠法令 】

水道法

【 根拠とするデータ等 】

市場統計データ

（ 局 － ）

３月

改修工事 工事施工

９月 10月 11月 12月 １月 ２月令和３年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

２月11月 12月 １月 ３月

実施設計委託
建築局

委託契約依頼
契約事務 実施設計

建築局
工事依頼
（早発）

契約事務

８月 ９月 10月

一般財源 2,000 1,000 1,000

令和２年度 ４月 ５月 ６月 ７月

国

市債 153,000 4,000 149,000

その他

合　計 155,000 5,000 150,000

工事請負費

委託料（工事監理）

　令和２年度に実施設計を行っており、令和３年度は改修工事を行う。

合計 令和２年度予算 令和３年度予算

委託料（設計） 5,000

負担金（事務費）

　本館棟屋上に市水高架タンクを設置して市場内に水を供給している。当該高架タンクは設置後33年が経過しており経年劣化が
著しく、これ以上の修理ができない状態に至っている。今後故障等により不具合が生じた場合は市水を使用することができなく
なり、市場へ大きな影響を及ぼす。このため、市水高架タンクの改修工事を行う。工事にあたっては市水の供給を停止すること
はできないため、綿密な仮設計画を行う必要がある。（設置年度：昭和63年度、耐用年数：16年）
　令和３年度は改修工事を行う。

該当なし政策番号 主な施策番号

令　和　３　年　度　事　業　計　画　書  （局・統 括 本 部）
経済 食肉市場運営

事  業  名 特記事項 中期計画-３８の政策 令和２年度
事業評価書

番号

令和２年度
事業評価書

番号

市債 一般財源区　分 金　額 国 県

本館棟高架水槽改修工事費

財　源　内　訳 一 般 財 源 等

0
令和３年度 150,000 0

補助事業
149,000 1,000

149,000
令和２年度 5,000

単独事業 150,000

145,000 0 0 0 0

1,000
4,000 1,000

145,000 0

歳出 平成29年度 平成30年度 令和元年度 歳出 令和４年度 令和５年度

増△減

予
算

0 0 0 予
算

0 0
0 0 0 0 0

決
算

0 0 0
0 0 0

経済

課長 係長 　　　　施設係

本資料は、公正・適正に作成しました。 神田　岳 戸田　剛 戸田　剛
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(様式②－1）

［ 局 課]

1 款 2 項 1 目 中期計画-３８の政策
中期計画-行政運営
中期計画-財政運営
新規・拡充 ○

（単位：千円）

補助率 ％

事業費 事業費

市債＋一般財源 市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源 方針の確認／決裁 
有（　　　　　）・無

【 事業の目的・必要性及び令和３年度実施内容 】

【 実績の推移・今後見込み 】
令和３年度 基本構想
令和４年度 基本設計
令和５年度 実施設計
令和６～７年度 工事

【 事業費の内訳 】
（単位：千円）

【 事業スケジュール 】

【 事業開始年度 】

令和３年度

【 根拠法令 】

卸売市場法、横浜市中央卸売市場業務条例、食品衛生法

【 根拠とするデータ等 】

市場統計データ

（ 局 － ）経済

課長 係長 　　　　施設係

本資料は、公正・適正に作成しました。 神田　岳 戸田　剛 戸田　剛

決
算

0 0 0
0 0 0

50,000
0 0 0 20,000 50,000

予
算

0 0 0 予
算

20,000

0 15,000

歳出 平成29年度 平成30年度 令和元年度 歳出 令和４年度 令和５年度

増△減 15,000 0 0 0 0

15,000
0 0令和２年度 0

単独事業 15,000 0
0

令和３年度 15,000 0
補助事業

0 15,000

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県

小動物解体ライン改修事業費

経済 食肉市場運営
事  業  名 特記事項 中期計画-３８の政策 令和２年度

事業評価書
番号

該当なし政策番号 主な施策番号

令　和　３　年　度　事　業　計　画　書  （局・統 括 本 部）

令和２年度
事業評価書

番号

市債 一般財源

市債

　本館棟にある小動物解体ラインは平成16年度に整備されたものであり、耐用年数を過ぎて設備が老朽化しており、トラブルも
年々増加している上、交換部品の入手も困難になりつつある。また平成30年度に改正された食品衛生法（令和２年度施行）で
は、HACCPに沿った衛生管理が求められており、より衛生的な設備・建物が求められている。本事業では、小動物解体ラインの
改修を行い、と畜における品質管理、衛生管理、作業の安全性等の向上を図るとともに、小動物解体における省エネ化を行うも
のである。
　令和３年度は、解体ラインフロー、主要機器、工程案等の基本的な検討を行い、基本構想を策定する。

国

20,000 50,000

改修工事

合計 1,985,000 15,000

令和７年度見込

基本設計

合計 令和３年度見込

１月令和３年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月

基本構想委託 契約事務 基本構想策定

８月 ９月 10月 11月 12月

令和４年度見込 令和５年度見込 令和６年度見込

一般財源

基本構想

実施設計

その他

21


	中央と畜場費会計
	１－２－１　市場施設改修工事費
	１－２－１　本館棟屋上防水等改修工事費
	１－２－１　冷凍設備改修工事費
	１－２－１　空調設備改修工事費
	１－２－１　本館棟高架水槽改修工事費
	１－２－１　小動物解体ライン改修事業費




